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◆　村長・村議会議長　年頭のご挨拶　　 Ｐ ２〜３

◆　農業委員会委員候補者を募集します　　　　　Ｐ 4

◆　主任児童委員と民生委員・児童委員を紹介します Ｐ 7

◆　村のわだい　　　　　　　　　    　  　   Ｐ 11

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　     Ｐ 12 〜 13

　12 月８日、更別幼稚園で餅

つき会が開催されました。

　蒸したもち米に園児たちが摘

んだよもぎを和え、親子で協力

して餅つき。園児たちは、つき

立ての柔らかなお餅を笑顔でほ

おばっていました。



更別村長

西　山　　　猛
更別村議会議長

髙　木　修　一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
村
議
会
の
活
動
に

対
し
、深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
の
我
が
国
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
５
月
１
日
に
新
天
皇
が
ご
即
位

さ
れ
新
た
な
時
代
、「
令
和
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ご
即
位
に
伴
い
関
連
行
事

も
中
継
さ
れ
る
な
ど
日
本
中
が
祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開

催
さ
れ
、
日
本
チ
ー
ム
の
ベ
ス
ト
８
進

出
の
快
挙
に
国
中
が
興
奮
と
感
動
に
包

ま
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
明
る
い
話
題
が
あ
る

中
、
近
年
の
異
常
気
象
に
端
を
発
す
る

自
然
災
害
も
発
生
し
、
９
月
に
は
台
風

15
号
が
主
に
強
風
に
よ
る
被
害
を
関
東

地
方
に
、
ま
た
、
翌
10
月
に
は
台
風
19

号
が
大
雨
に
よ
る
被
害
を
関
東
・
甲
信
・

東
北
地
方
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
台
風

の
被
害
は
一
昨
年
に
も
発
生
し
て
お

り
、
近
年
の
自
然
災
害
に
脅
威
を
感
じ

る
と
と
も
に
、今
後
の
災
害
へ
の
備
え
、

ま
た
、
こ
れ
ら
自
然
災
害
の
起
因
と
も

さ
れ
る
、
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み

も
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
更
別
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

医
療
の
面
で
は
４
月
か
ら
歯
科
診
療
所

の
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
、
新
た
に
訪
問
歯
科
診
療
が
実
施
さ

れ
る
な
ど
地
域
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
業
の
面
で
は
、

３
月
に
閉
店
と
な
っ
た
Ａ
コ
ー
プ
さ
ら

べ
つ
店
跡
に
ホ
ー
マ
ッ
ク
ニ
コ
ッ
ト
更

別
店
が
８
月
に
開
店
し
、
地
域
で
の
購

買
が
確
保
さ
れ
、
市
街
地
商
店
街
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
面
で
は
、
さ
ら
べ
つ
版
「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、

狭
隘
と
な
っ
て
い
る
学
童
保
育
所
も
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
春
の
活
用

に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て

は
、
生
育
期
に
お
け
る
多
雨
、
日
照
不

足
、
そ
の
後
の
極
端
な
高
温
に
よ
り
作

物
の
生
育
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
農

業
者
皆
様
の
日
頃
の
ご
努
力
と
関
係
機

関
の
ご
指
導
に
よ
り
、
農
業
粗
生
産
額

は
昨
年
を
上
回
る
も
の
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
改
め
て
関
係
者
皆
様
の
日
頃
の

備
え
と
技
術
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

そ
し
て
、
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
る
ス

マ
ー
ト
農
業
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

今
後
も
強
固
な
更
別
農
業
が
維
持
さ
れ

ま
す
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
も
村
の
宝
で
あ
り
ま
す

小
・
中
・
高
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
経
験
を
基
に
大
き
く
成
長
し

て
今
後
の
更
別
村
を
支
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
昨
年
の
選
挙
に
よ

る
新
体
制
の
も
と
、
更
別
村
が
住
み
た

い
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

皆
様
の
声
を
拝
聴
し
地
域
の
諸
課
題
に

対
し
議
会
の
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

知
能
搭
載
作
業
機
械
の
実
証
実
験
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
振
興
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
、
特
産
品
開
発

な
ど
交
流
人
口
の
増
加
と
市
街
地
へ
の

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
先
進
事
例
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
「
十
勝
さ
ら
べ
つ
熱

中
小
学
校
」
は
、
全
国
よ
り
年
間
１
万

人
を
超
え
る
関
係
人
口
の
増
加
や
複
数

の
起
業
、
新
商
品
の
開
発
、
研
究
機
関

の
進
出
な
ど
が
相
次
ぎ
、
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

人
工
知
能
や
情
報
通
信
技
術
を
活
用

す
る
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０
」
時
代
の

幕
開
け
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
今
、
歴

史
的
な
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
く
ら
し
や
生
命
・
財
産

を
守
り
、
農
業
の
基
盤
整
備
や
商
工
業

の
振
興
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実

を
図
り
、
豊
か
な
郷
土
更
別
の
持
続
・

発
展
に
全
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
様
が
主
人
公

と
な
る
村
づ
く
り
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

危
機
感
を
持
っ
て
邁
進
す
る
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
あ
ふ

れ
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
更
別
村
」

と
な
る
よ
う
に
、
各
分
野
の
施
策
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

が
第
58
回
農
林
水
産
祭
に
お
い
て
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
に
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
石
井
祐
一
さ
ん
に

続
く
快
挙
で
あ
り
、
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
動
向
で
は
、
消
費
税
が
10
％
と

な
り
、
生
活
や
産
業
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
今
後
の
地
方
財
政
措
置
や

国
内
外
の
経
済
状
況
を
注
視
し
、
健
全

で
効
率
的
な
財
政
運
営
と
各
種
施
策
の

遂
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
６
期
総
合
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
住
み
た
い　

住
み
続
け
た
い
村　

と

も
に
つ
く
ろ
う
み
ん
な
の
夢
大
地
」
の

実
現
に
向
け
て
は
、
子
育
て
支
援
と
し

て
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
副
食
費
の

無
償
化
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

型
分
譲
地
開
発
へ
の
着
手
、
中
学
生
の

海
外
研
修
事
業
実
施
へ
の
検
討
を
開
始

し
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
構
想
に
つ

い
て
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
計
画
の
提
示
と
事
業
展
開
の

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
農
業
で
は
、

継
続
し
て
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
ほ

か
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
向

け
た
協
議
、
農
村
地
区
高
速
通
信
網
の

早
急
な
整
備
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農

業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
人
工

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
時
代
が
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
変
わ
り
、
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
新
年
の
幕
開
け
を
迎
え
、
村
民
の
皆

様
に
は
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
村
政
執
行
に
あ
た
り
、
多

大
な
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
に
よ
る
風
水
害
が
相
次

い
で
日
本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
。
被
害

に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
粗
生
産
額

が
史
上
最
高
額
に
迫
る
見
通
し
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
の
高
い

営
農
技
術
と
弛
ま
ぬ
ご
努
力
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
渡
基
文
さ
ん

23



　村では、農業振興地域の整備に関する法律に基づき、農業の健全な発展を図るため「更別村農業振興地域整備計
画」を策定しています。この計画により、農用地として確保・利用する土地を「農用地区域」と設定し、農業用施
設や住宅を建てる場合に、用途の変更や除外の申し出が必要となります。

　農業振興地域・農業振興地域制度を略して「農振」
と呼んでいます。農業振興地域とは、長期間にわたり
農業上の利用を図るべき地域として北海道が指定し、
本村では全域が農業振興地域に指定されています。
　農業振興地域内で、おおむね 10年以上にわたり農
業上の利用を確保すべきとされる土地として「農用地
区域」を定めています。国の補助事業や農業振興に必
要な各種施策では、農用地区域に設定されていること
が条件となる場合があります。また、農業以外での土
地利用が制限されます。

農業振興地域整備計画の全体見直しを実施します

●問い合せ　役場産業課農政係　☎ 52ー 2115

　全体見直しを行うにあたり、令和２年 10月１日から全体見直し完了まで申し出の受付を休止します。受付
の再開は令和３年４月を予定していますが、見直し作業の進捗状況により期間に変更が生じる可能性がありま
すので、ご理解のほどよろしくお願いします。計画の変更を検討している方は、お早めにご相談ください。

「農振 (のうしん )」・「農用地区域」とは？ イメージ図

農用地区域外

農地 農業用施設用地

農用地区域

村 (農業振興地域 )

年
齢
別
混
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

９
人
制)

●
優
勝　

旭
区

●
２
位　

南
更
別
区

●
３
位　

新
栄
町

●
最
優
秀
選
手
賞

　

森
田　

真
基　

(
旭
区)
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年
齢
別
混
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

６
人
制)

●
優
勝　

旭
区
Ｂ

●
２
位　

南
更
別
区

●
３
位　

新
栄
町

●
最
優
秀
選
手
賞

　
　

林
　

和
哉　

(

旭
区
Ｂ)

12/ 8

さらべつプレミアム付商品券には期限があります！
　10月より販売している「さらべつプレミアム付商品券」は、下記のとおり期限があります。
●販売対象者
　①令和元年度村民税非課税者
　⇒購入を希望される方は、12月 30日 ( 月 ) までに申
　　請書を忘れずに提出してください。
　②３歳未満のお子さんがいる世帯の世帯主
　⇒申請は不要です。
※対象者の詳しい条件は、広報９月号をご確認ください。

●商品券について
・500円券の 10枚綴りを１セット 4,000 円で販売。
・１人５セットまで購入可能。
・商品券購入期限：１月 31日 ( 金 ) まで
・商品券使用期限：２月 29日 ( 土 ) まで
●商品券の申請・購入・問い合せ
　役場保健福祉課福祉係　☎ 53ー 3000

12
名

募
集
人
数

　
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
５
年
７
月

19
日
ま
で(

３
年
間)

任
期

◆
村
内
の
地
区
ま
た
は
全
域
か
ら
の
推
薦

◆
農
業
者
等
で
構
成
す
る
団
体
・
組
織
か
ら

　
の
推
薦

◆
一
般
応
募
　

推
薦
及
び
応
募
方
法

　
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
特
別
職

身
分

　
委
員
任
命
予
定
日(

令
和
２
年
７
月
20

日)

時
点
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
で
す
。

◆
更
別
村
に
住
所
を
有
す
る
方(

た
だ
し
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん)

◆
更
別
村
の
職
員
で
な
い
方

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
委
員

　
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を

　
得
な
い
方

推
薦
及
び
応
募
資
格

◆
推
薦

①
地
区
ま
た
は
全
域
か
ら
の
推
薦

　
農
業
者
等
３
名
以
上
が
連
名
に
よ
り
推
薦

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
推
薦

　
を
受
け
る
方
の
承
諾
を
得
た
上
で
提
出
。

②
団
体
・
組
織
か
ら
の
推
薦

　
団
体
ま
た
は
組
織
の
代
表
者
が
推
薦
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
推
薦
を
受

　
け
る
方
の
承
諾
を
得
た
上
で
提
出
。

◆
応
募

　
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

　
し
提
出
。

◆
提
出
方
法

　
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、
受
付
期
間
最

　
終
日
の
17
時
15
分
ま
で
必
着
。

手
続
き

　
令
和
２
年
２
月
20
日(

木)

か
ら
令
和
２

年
３
月
18
日(

水)

ま
で

推
薦
及
び
応
募
受
付
期
間

　
役
場
総
務
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
↓
行
政
情
報

↓
更
別
村
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
の
募
集

に
つ
い
て)

。

推
薦
書
及
び
応
募
申
込
書
の
入
手
方
法

　
推
薦
を
す
る
方
、
推
薦
を
受
け
た
方
及
び

応
募
さ
れ
た
方
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
な
ど

の
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
推
薦
及
び
応
募
受
付

期
間
の
中
間
と
期
間
終
了
後
に
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

推
薦
及
び
応
募
に
応
じ
た
方
の
公
表

　
推
薦
を
受
け
た
方
及
び
応
募
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど

を
経
て
村
長
が
候
補
者
を
決
定
し
、
議
会
の

同
意
を
得
て
委
員
を
任
命
し
ま
す
。

任
命
過
程

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
所

管
す
る
業
務
に
利
害
関
係
の
な
い
方
を
含
む

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
女
性
及

び
49
歳
以
下
の
方
を
委
員
に
任
命
す
る
よ
う

配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
広
く
推

薦
・
応
募
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
構
成

　
役
場
総
務
課
庶
務
係
　
☎
52
・
２
１
１
１

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.sa

ra
b
e
tsu.jp

提
出
先
・
問
い
合
せ

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

　
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

　
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

※
議
会
は
、
村
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
委
員

　
候
補
者
の
同
意
を
行
う
立
場
に
つ
き
推
薦

　
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん(

議
会
議
員

　
が
自
ら
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す)

。

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、
公
平

　
委
員
会
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
の
兼
職

　
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
次
期
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
あ
た
り
、
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化
推
進
な
ど
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
会

　
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
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梶
かじうら
浦 亮

りょう
一
いち

さん
(更 別 区 )☎ 52-2905

酒
さか
井
い
裕
ゆう
子
こ

さん
(緑　 町 )☎ 52-3380

飯
いいづか
塚れい子

こ

さん
(更別東区)☎ 52-2110

田
た い
井 輝

てる
男
お

さん
(更別東区)☎ 52-2234

鳥
とりもと
本 政

まさあき
明 さん

(更 南 区 )☎ 52-2797
竹
たけはら
原 敏

としかず
和 さん

(平 和 区 )☎ 52-2319
村
むらかみ
上 和

かず
雄
お

さん
(上更別南区)☎52-3137

三
み
品
しな
雪
ゆき
子
こ

さん
(本　 町 )☎ 52-2436

佐
さ
藤
とう
輝
てる
美
み

さん
(柏　 町 )☎ 52-2532

河
かわむら
村眞

ま ち こ
知子 さん

(錦　 町 )☎ 52-2239
森
もり
谷
や
博
ひろ
美
み

さん
(緑　 町 )☎ 52-2772

木
き
本
もと
路
みち
子
こ

さん
(上更別区)☎ 52-2840

更別区・北更別区更別東区・東栄区・香川区 南更別区・昭和区・更南区 旭区・平和区・勢雄区 上更別南区・更生区・協和区

新栄町・本町 花園町・中央町・柏町 錦町・曙町 若葉町・緑町 上更別区

　令和元年 12月に村の主任児童委員、民生委員・児童委員が改
選されました。
　任期は令和４年 11月 30 日までの３年間。主任児童委員は、
育児や教育など子どもに関することを専門に活動し、民生委員・
児童委員は、地域の誰もが安心した生活ができるようにサポート
します。
　相談いただいた内容や個人の秘密は守りますので、何か心配ご
とがありましたら遠慮なくご相談ください。
　　　　　　
　　　　　●問い合せ　役場保健福祉課福祉係　☎ 53ー 3000

　◆育児やしつけに関すること
　◆いじめや不登校に関すること
　◆学校生活の悩みに関すること
　◆非行に関すること
　◆児童虐待に関すること

　◆結婚、離婚に関すること
　◆相続に関すること
　◆扶養に関すること

主任児童委員 ( 氏名・住所・電話番号 )

民生委員・児童委員 ( 担当地区・氏名・住所・電話番号 )

民生委員・児童委員 ( 担当地区・氏名・住所・電話番号 )

主任児童委員と民生委員・児童委員を紹介します

このようなときはご相談ください

　◆毎日の介護に関すること
　◆福祉サービスの利用に関すること
　◆介護保険制度に関すること

在宅生活で困っているとき

　◆住まいに関すること
　◆近所付き合いに関すること
　◆生活保護に関すること
　◆公害や環境衛生に関すること
　◆遊び場、通学路に関すること

暮らしで困っているとき

家族関係で困っているとき

育児・教育で困っているとき

第
２
回

行
政
区
長
会
議
が
開
催

12
月
４
日
、
今
年
度
２
回
目
の
行
政
区
長
会
議
が
役
場
３
階
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
予
定
な
ど
の
案
件
に
つ
い
て
、
西
山
村
長
や
担
当
課

長
か
ら
説
明
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
は
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
話
し
合
わ

れ
た
議
題
の
う
ち
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

「
村
営
住
宅
等
整
備
事
業
」、「
消
防
防

災
設
備
等
整
備
事
業
」、「
学
校
情
報
通

信
技
術
環
境
整
備
事
業
」
な
ど
60
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の

主
な
事
業
予
定
に
つ
い
て

　
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
行
政
区

懇
談
会
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
で
開

催
を
希
望
す
る
農
村
地
区
の
行
政
区

は
、
１
月
14
日
ま
で
に
役
場
企
画
政
策

課(

☎
52
・
２
１
１
４)

へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
行
政
区
懇
談
会
の
開
始

前
ま
た
は
終
了
後
に
１
時
間
程
度
、
国

保
診
療
所
医
師
の
出
前
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
行
政
区
懇
談
会
の
開
催
を

希
望
さ
れ
る
行
政
区
は
出
前
講
座
開
催

の
有
無
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
ご
報
告

く
だ
さ
い
。

※
１
月
20
日(

月)

は
、
行
事
の
た
め
開

　
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
街
地
に
お
い
て
も
行
政
区

懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
な
ど
詳
し
く
は
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

行
政
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
３
日
、
村
観
光
協
会
と
南
十
勝
夢

街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
が
共
催

す
る
「
と
き
め
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

の
点
灯
式
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
農
村
公
園
内
に
青
色
や
黄
色

に
光
り
輝
く
ツ
リ
ー
を
配
置
し
た
ほ
か
、

昨
年
に
続
い
て
ア
ー
チ
型
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
。

　
点
灯
式
は
、
悪
天
候
の
た
め
会
場
を
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
て
開
催
。
イ

ベ
ン
ト
で
は
豚
汁
や
コ
コ
ア
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、
訪
れ
た
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
点
灯
時
間
の
17
時
を

迎
え
る
と
、
約
４
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
一
斉
に
点
灯
。
公
園
内
が
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
月
14

日(
金)

ま
で
の
毎
日
17
時
00
分
か
ら
21

時
30
分
ま
で
点
灯
さ
れ
る
ほ
か
、
村
内
各

協
力
店
舗
で
も
同
様
に
点
灯
さ
れ
、
冬
の

更
別
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

と
き
め
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
き
め
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

約
４
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
冬
の
街
を
彩
り
ま
す

約
４
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
冬
の
街
を
彩
り
ま
す
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北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
の
医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
医

療
費
通
知
を
、
対
象
期
間
に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
全

て
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ
、
９
月
下
旬
と
３
月
上
旬
の

年
２
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た
め
、
ご
自
身
の
健
康

　
状
態
の
把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
健
康
診
査
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
や
増
進
に
役
立

　
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
せ
　

　
役
場
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
係
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
１
・
２
９
０
・
５
６
０
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

※この通知を医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用できます。医療費控除の申告に関することは、

　税務署にお問い合せください。

【イメージ図】

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額
食事療養・生活療養費

回数 費用額 標準負担額

H31 年１月 ○○病院 医科外来 １ 18,000 1,800

H31 年 2月 △△病院 医科入院 ５ 202,000 20,200 15 11,490 6,900

合計 220,000 22,000 11,490 6,900

◆
こ
の
通
知
は
み
な
さ
ん
の
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も

　
の
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
の
遅
れ
や
請
求
内
容
を
審
査
中
の

　
も
の
な
ど
、
一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
自
己
負
担
額
は
、
村
か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る

　
な
ど
、
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に
窓
口
で
支
払
っ

　
た
金
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お父さん応援講座を開催！
　忙しいお父さんでもできる育
児のポイント解説や、お子さん
と楽しめる工作のレクチャーを
行います。

●日　　時　２月13日( 木 )　18時00分～19時30分
●場　　所　老人保健福祉センター集会室
●対　　象　小学２年生までのお子さんがいるお父
　　　　　　さんまたはお母さん
　　　　　　※これから赤ちゃんが生まれるご家庭
　　　　　　　や興味のある方の参加もＯＫ！
●講　　師　嶋野丈治さん

　　　　　　( 育児ネットめむろ・パパスイッチ実行

　　　　　　委員会 )

●参 加 料　無料
●申　　込　２月７日 (金 ) までに下記へお申し込み
　　　　　　ください。
●問い合せ　子育て世代包括支援センター
　　　　　　(役場子育て応援課母子保健係 )
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 53ー 3700

　１月１日より福祉の里温泉と健康増進室の開館日を
下記のとおり変更します。みなさんのご利用をお待ち
しています。

福祉の里温泉と健康増進室の
開館日が変わります

●問い合せ
　役場保健福祉課福祉係　☎ 53ー 3000

※これまで臨時開館する場合には防災行政無線でお知
　らせしていましたが、今後は通常開館日となるため
　お知らせを行いませんのでご注意ください。

　通常開館日：火曜日～日曜日
　　　　　　　※祝日・休日の月曜日は臨時開館

変更前

　通常開館日：火曜日～日曜日と祝日・休日の月曜日
変更後

お父さん応援講座を開催！

医
療
費
通
知

医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

注
意
事
項

冬場の飲酒量にご注意ください冬場の飲酒量にご注意ください

●問い合せ　役場保健福祉課保健推進係　☎ 53 − 3000

　冬の時期は、宴会の機会が増えたり、年末年始においしい食べ物を食べたりとお酒を飲む量が増えてしまいます。

“仕事を頑張っているご褒美に”“日ごろのストレス発散に”“毎日の楽しみに”などお酒を飲む理由は人それぞれ

ですが、健康な体で楽しみを続けていくことが 1 番です。

※女性は、目安量よりもさらに少なめです。

　体に入ってきたアルコールは肝臓で分解していま

す。アルコール度数が高ければ高いほど、肝臓の働

く時間が長くなり、体への負担は大きくなります。

また、毎日お酒を飲むことで肝臓は働き続けること

となり、肝臓自体が徐々に弱ってきてしまうので、

休肝日を作ることがとても大切です。

　体を守るためには、おつまみの選び方にもポイントがあります。

●お酒の適正な量と見逃しがちなカロリー
種類

(アルコール度数 ) １日の目安量 カロリー 炭水化物

ビール (５％ ) 500 ml 202 kcal 15.6 g
酎ハイ ( ５％ ) 500 ml 300 kcal 39.0 g 
焼　酎 (25％ ) 100 ml 142 kcal      0 g
ウィスキー (40％ )   60 ml 135 kcal      0 g
日本酒 (15％ ) 180 ml 196 kcal   8.8 g
ワイン (12％ ) 200 ml 174 kcal   3.6 g

●肝臓を守るためには？

●おつまみの工夫で体を守ろう！

　・枝豆や豆腐

　・低脂肪の肉や魚、卵

　　タコやイカ、マグロには肝臓細胞の再生を助けて

　　くれるタウリンが豊富に入っています。

　・野菜スティック

おススメのおつまみ

　　アルコールには体脂肪の合成を進める働きがあり、

　　高脂肪のおつまみには注意が必要です。

　・揚げ物

　・スナック菓子

　　( ポテトチップスなど )

なるべく控えたいおつまみ

★普段、飲んでいるお酒の量や種類と見比べてみましょう。
★炭水化物の多いお酒は、体の中で脂肪となりぽっこりお腹の原因の 1つです。
血糖値が高めな方、体脂肪量が多い方は炭水化物の少ないお酒を選ぶことをおススメします。
炭水化物の多いお酒は、体の中で脂肪となりぽっこりお腹の原因の 1つです。

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp
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海
外
研
修
を
終
え
て

　
　
　
農
業
科
２
年
　
廣
瀬
　
心
響

私
は
今
回
の
海
外
研
修
を
通
し

て
、
ハ
ワ
イ
で
の
農
業
と
文
化
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
全
道
の
農
業
高
校
か

ら
集
ま
っ
た
８
名
の
メ
ン
バ
ー
で
協

力
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
体
験
し

ま
し
た
。
私
の
一
番
の
思
い
出
は
タ

ロ
イ
モ
の
実
習
で
す
。
泥
水
畑
の
草

取
り
を
行
い
、
畑
の
周
り
に
あ
る
木

を
切
り
、
そ
の
木
を
捨
て
る
こ
と
を

繰
り
返
し
続
け
る
実
習
は
と
て
も
体

へ
の
負
担
が
掛
か
り
ま
し
た
。
終

わ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
研
修
は
、
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
農
業
科
２
年
　
平
田
　
恭
介

　

今
回
、
私
は
初
め
て
海
外
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
初
め
て

海
外
に
行
く
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
ハ
ワ
イ
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
こ
よ
う
と
決
心
し

出
発
し
ま
し
た
。

　

班
に
分
か
れ
て
の
自
主
研
修
で

は
、
ク
ア
ロ
ア
ラ
ン
チ
に
行
き
ま
し

た
。
テ
イ
ス
ト

オ
ブ

ク
ア
ロ
ア
ツ

ア
ー
と
い
う
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
ハ

ワ
イ
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
や
果

物
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
地
の
高
校
生
と
交
流
し
、

ハ
ワ
イ
の
文
化
を
学
び
、
ハ
ワ
イ
の

友
人
も
で
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
登
山
や
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
学
習

な
ど
様
々
な
事
を
体
験
し
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し

た
８
日
間
で
し
た
。

12
月
12
日
、
更
別
中
央
中
学
校
の
生
徒
が
教
育
委
員
会
事
務
局
を
訪
れ
、
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
大
会
に
出
場
す
る
各
部
か
ら
の
力
強
い
抱
負
を
受
け
、
荻
原
教
育
長
は
「
日
頃
の
努
力
の
成
果
で
あ
る

と
と
も
に
、
周
り
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
チ
ー
ム
全
員
で
お
互
い
を
支
え
合
い
、
全
力
を

出
し
切
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
躍
動
！

中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
躍
動
！

「周りの空気にのまれないよう、ペアで

のコミュニケーションをしっかりとり、

更中のテニスをアピールします」

( 主将の今井優来さん )

ソフトテニス部

「貴重な経験を無駄にすることなく、他

チームから生活面・技術面を学ぶことで、

全体でさらなる向上を目指します」

　( 主将の若園ひなさん )

バレーボール部

「練習で課題を改善し、積極的なレース

を展開して、全国大会出場を目指しチー

ム全員で頑張ります」

( 内海花梨さん・田中蘭珠さん )

スピードスケート部
１月 10 日〜 13 日 ( 釧路市 )

12 月 26 日〜 27 日 ( 滝川市 )

１月８日〜 10 日 ( 芦別市 )

10各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

自然の素材で優しい色合い

手作りクレヨンをプレゼント
地方自治を学ぶ

中学生が村議会を傍聴

　更別中央中学校の３年生が、社会科 ( 公民 ) の授業

の一環で村議会定例会の傍聴に訪れました。

　村議会の議事がどのように進行されているのか、自

分たちが暮らす村についてどのような議論がされてい

るのかを知ることを目的に実施。生徒たちは、目の前

で行われている議論に真剣な眼差しを向けていました。

　小野颯真さんは「まちづくりのために、緊張感を持

ち集中して議論されていると感じました」と感想を話

してくれました。

12/ 3
移動手段の確保に向けて

地域交通実証運行が開始

農村地域予約運行型タクシーの実証運行が始まりま

した。実証運行は村スマート産業イノベーション協議会

が、高齢者などの移動手段確保のために大正交通 ( 帯広

市)の協力のもと実施。この日は勢雄・更南方面を運行し、

買い物などで利用した山際健一さん ( 勢雄区 ) は「家の

近くまで来てくれて助かります」と話していました。

今回の取り組みでは、農村地域予約運行のほかに通常

のタクシーとしての運行や、更別市街地村民バスの増便・

運行経路の変更も行われました。

地域で子どもたちの学びを支える

生徒と一緒に朝読書

更別中央中学校では、授業前の毎朝 10 分間読書をし

ています。本に親しみを持とうと取り組んでいますが、

先生方は打ち合せのため生徒につくことができません。

そこで、「みんなの学校応援団」として活動を見守る

方を募集。この日は森田知子さん ( 旭区 ) と髙橋弥生さ

ん ( 柏町 ) が参加し、生徒と読書に取り組みました。

参加した２人は「子どもたちのために何かしたいと考

えていました。習慣づけて毎日をリズムよく過ごすこと

ができる良い活動だと思います」と話していました。

十勝さらべつ熱中小学校の部活「クレヨン部」が、

亜麻やよもぎ、小豆など自然素材から色を抽出して

作ったクレヨンを子どもたちにプレゼントしました。

　どんぐり保育園では、早速子どもたちがぬり絵に挑

戦。「きれい！」「楽しいね！」と話しながら、優しい

色合いのクレヨンで思い思いに色をのせていました。

　部員の村瀬明美さんは「これまでの活動の集大成と

して作りました。配色の楽しさを感じてほしいですね」

と話していました。

12/ 9

12/13 12/11



☎

☎

　
年
末
年
始
は
連
続
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
時
季
の
１
つ
で
す
。
土
日
休

日
制
で
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

で
が
お
休
み
の
企
業
の
場
合
、
今
年

の
年
末
年
始
は
９
連
休
に
な
り
ま

す
。
新
年
は
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。
年

末
年
始
の
休
み
に
年
次
有
給
休
暇
を

プ
ラ
ス
し
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

北
海
道
労
働
局

　
雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

　
　
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
７
１
５

　
雇
用
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
伴

い
、
労
働
関
係
に
つ
い
て
個
々
の
労

働
者
と
事
業
主
と
の
紛
争(

個
別
労

働
紛
争)

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
職
場
で
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
有
期
労
働
契
約
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
紛
争
解
決
へ
の
取
り
組
み
支
援
に

つ
い
て
、
多
く
の
個
別
労
働
紛
争
の

解
決
に
携
わ
っ
て
き
た
北
海
道
紛
争

調
整
委
員
会
の
元
あ
っ
せ
ん
委
員
に

よ
る
講
演
の
ほ
か
、
労
働
関
係
法
令

の
解
説
、
個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る

Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
・
機
関
の
情
報
提
供
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
場
で
の
個

別
労
働
紛
争
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す

る
た
め
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
月
19
日(

水)

　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

　
１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
警
察
へ
緊
急
通
報

す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
耳
な
ど
が

不
自
由
な
方
の
た
め
の
「
メ
ー
ル

１
１
０
番
」
も
あ
り
ま
す
。
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
で
北
海
道
警
察
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
通
報
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど

の
場
合
は
、各
種
警
察
相
談
電
話「
♯

９
１
１
０
」、
性
犯
罪
被
害
相
談
電

話
「
♯
８
１
０
３
」、
ま
た
は
最
寄

り
の
警
察
署
、
交
番
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

帯
広
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
０
１
１
０

　
手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、

原
則
と
し
て
日
本
郵
便
株
式
会
社
と

信
書
便
事
業
者
だ
け
が
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
宅
配
便
や
メ
ー
ル
便
で
は
、
原

則
と
し
て
信
書
の
送
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/
y
u
se

i/
in

d
e
x
.

htm
l)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

総
務
省
郵
政
行
政
部
郵
便
課

　
　
　
☎
03
・
５
２
５
３
・
５
９
７
５

12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

　
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
２
階
講
堂

　(

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目)

１
５
０
名(

先
着
順)

無
料
　

　
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

　
り
セ
ミ
ナ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

　
印
刷
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
裏
面
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
F
A
X
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
海
道
労
働
局

　
雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

　
　
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
７
１
５

　
　

０
１
１
・
７
０
９
・
８
７
８
６

　
風
し
ん
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
全
国
で
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
村
で
は
、
令
和
元
年
６
月
末
に
今

年
度
の
対
象
と
な
る
方(

昭
和
47
年

４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性)

へ
無
料
で
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ

ン
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
令
和
元

年
11
月
末
時
点
で
の
利
用
率
が
１
割

未
満
の
状
況
で
す
。

　
ご
家
族
な
ど
に
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
送
り
し
ま

し
た
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い

番
号
」
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
番
号
を
持
っ
て
い
る
方

　
過
去
に
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
電
子
申
告

を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
す
で
に

番
号
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
申
告
さ

れ
る
際
に
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
番
号
を
持
っ
て
い
な
い
方

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
、
ご
自
身
で
番
号
を
取
得
し
て
い

た
だ
く
か
、
次
の
と
お
り
役
場
で
取

得
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
得

が
困
難
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
受
付
時
間
　

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
00
分
ま
で

②
受
付
場
所
　

　
役
場
住
民
生
活
課
住
民
税
係

③
そ
の
他

　
取
得
に
か
か
る
時
間
は
10
分
程
度

　
で
す(

混
雑
状
況
に
よ
り
異
な
り

　
ま
す)

。
英
小
文
字
と
数
字
を
含
む

　
８
桁
以
上
の
暗
証
番
号
の
設
定
が

　
必
要
で
す
。

※
確
定
申
告
の
際
は
混
雑
が
予
想
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
１
月
末
ま
で
の
取

　
得
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
生
活
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限
は

１
月
31
日(

金)

で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
生
活
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

●
申
込
期
限

　
１
月
31
日(

金)

役
場
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

　（
ふ
る
さ
と
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
２
１
１

　
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

　
48
名

●
応
募
資
格

　
北
海
道
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

●
応
募
期
限

　
２
月
21
日(

金)

必
着

●
依
頼
期
間

　
４
月
〜
令
和
４
年
３
月(

２
年
間)

●
依
頼
内
容

　
モ
ニ
タ
ー
会
議
や
現
地
見
学
会
へ

の
出
席
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課

　
　
☎
０
１
１
・
６
２
２
・
５
２
２
８

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

入
校
生(

訓
練
期
間
６
か
月
、
１
年

ま
た
は
２
年
）
の
追
加
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
校
ま
た
は
最
寄
り

の
職
業
安
定
所(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
砂
川
市
焼
山
60
番
地

　
　
☎
０
１
２
５
・
52
・
２
７
７
４

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

手
続
き
が
必
要
と
な
る
た
め
、
役
場

住
民
生
活
課
ま
た
は
帯
広
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。
保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

納
付
、
電
子
納
付
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

も
可
能
で
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
こ
れ
ま
で
役
場
の
申
告
会
場
で
受

け
付
け
た
確
定
申
告
書
は
、
紙
申
告

書
と
し
て
帯
広
税
務
署
に
提
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
２
月
〜
３

月
収
受
分
か
ら
は
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム(

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ)

を

利
用
し
て
、
税
務
署
に
電
子
デ
ー
タ

で
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
税
を
早
く
還
付

す
る
こ
と
が
で
き
、
申
告
書
の
添
付

書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(

※
金
額
な
ど
の
確
認
の
た
め
、
申
告

時
に
は
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い)

。

　
電
子
デ
ー
タ
で
の
提
出
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
告
を
す
る
前
に
あ
ら

か
じ
め
数
字
16
桁
の
「
利
用
者
識
別

●
国
民
年
金
と
は

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
お
う

と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た
公
的
年

金
制
度
で
す
。
公
的
年
金
制
度
に
は

老
齢
年
金
の
ほ
か
に
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
対
象
者

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
に
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り

の
保
険
料
は
１
６
４
１
０
円(

令
和

元
年
度)

で
す
。

●
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
、
20
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
以
内
に
「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
や
「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
な
ど
が
送

ら
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
は
別
途
送
ら

れ
ま
す
が
、
保
険
料
納
付
の
確
認
や

将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必
要
に

な
る
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い(

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

だ
っ
た
方
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん)

。

お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
は
加
入

合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方

　(

令
和
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

　
段
階
的
に
実
施
し
ま
す)

●
実
施
方
法

　
風
し
ん
の
抗
体
の
有
無
を
調
べ
る

検
査
を
実
施
し
た
後
、
抗
体
が
無
い

方
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
北
海
道
で
は
、
道
内
の
消
費
生
活

に
関
す
る
意
見
・
要
望
や
生
活
必
需

品
の
供
給
と
価
格
動
向
を
把
握
し
、

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た

め
、
令
和
２
年
度
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
の
職
務

・
生
活
必
需
品
の
価
格
、
出
回
り
状

　
況
の
月
例
調
査

・
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
調
査
や
必

　
要
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

●
モ
ニ
タ
ー
の
任
期

　
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

●
募
集
人
数

　
１
名

●
謝
礼

　
月
額
１
６
５
０
円

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

１
１
０
番
の
適
切
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

北
海
道
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す

利
用
者
識
別
番
号
の

取
得
に
つ
い
て

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

休
暇
を
加
え
て
、
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

個
別
労
働
紛
争

解
決
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

令
和
２
年
度
入
校
生
の

追
加
募
集

「
風
し
ん
ク
ー
ポ
ン
」
の

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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　令和２年４月に村の小学校へ新

たに入学される児童 ( 平成 25 年

４月２日から平成 26 年４月１日

生まれ ) と、中学校へ新たに入学

される生徒 ( 平成 19 年４月２日

から平成 20 年４月１日生まれ )

のお子さんがいるご家庭に対し、

１月下旬に入学通知書を送付しま

す。

　通知書が届かない場合や内容に

誤りがある場合は教育委員会まで

ご連絡ください。

●問い合せ

　教育委員会事務局学校教育係

　　　　　　　　　☎52− 3171

塩し
お
田だ

海か
い
斗と

く
ん

平
成
31
年
1
月
24
日
生

更
別
区

　我が家で一番甘えん坊の二男海斗

です。

　お兄ちゃんお姉ちゃんが大好き！

抱っこも大好き！これからも元気に

すくすく成長してね！！

　　　　　　　　　　　靖洋・里沙

　
広
報
担
当
と
な
っ
て
早
15

回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。
毎
回
、
写
真
の
撮
り
方

や
各
ペ
ー
ジ
の
構
成
な
ど
、

「
読
み
や
す
い
」「
親
し
み
や

す
い
」
広
報
紙
と
は
何
だ
ろ

う
？
と
考
え
て
い
る
う
ち
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
厳
し
く
な

り
、
発
行
し
た
紙
面
を
見
て

日
々
反
省
…
…
。

　
そ
れ
で
も
、
記
事
へ
の
反

響
や
、
広
報
紙
で
募
集
し
た

こ
と
に
応
募
い
た
だ
い
た
と

聞
く
と
、
取
り
組
ん
で
み
て

よ
か
っ
た
と
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
も
村
内
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
カ
メ

ラ
を
片
手
に
取
材
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

(

広
報
統
計
係
　
鬼
頭)

上更別幼稚園で

お借りしました

だ
っ
こ
ず
し
の

お
す
し
魚
ッ
チ
ン
グ

(

ぼ
う
ず

コ
ン
ニ
ャ
ク)

う
み
べ
の
文
庫

〜
絵
本
が
つ
な
ぐ
物
語
〜

(

堀
米　
　

薫)

５
分
で
わ
か
る
10
年
後
の
自
分

２
０
３
０
年
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

(

図
子　
　

慧)

シ
ェ
ー
ラ
姫
の
冒
険

(

上
・
下)

(

村
山　

早
紀)

児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『桂歌丸大喜利人生』

　日本テレビ／著

人気テレビ番組のメ

ンバーとスタッフが

桂歌丸さんについて

語る一冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ
お知らせ

◆北海道立図書館
　インターネット予約貸出サービスについて
　１月６日(月)より、当図書室は「北海道立図書館イン

ターネット予約貸出サービス」の受取館になります。

　このサービスは、北海道立図書館のホームページで所

蔵する本の予約や貸出を申し込みでき、北海道立図書館

か、当図書室、ご自宅で受け取りや返却が行えます。貸

出期間は30日間で延長はできません。ご利用には北海

道立図書館の利用者カードが必要で、当図書室での受け

取りを希望される場合は当図書室の利用者カードも必要

となります。

　詳細は、当図書室に掲示しているポスターか北海道立

図書館のホームページをご確認ください。

文学・一般書

﹁
今
昔
物
語
﹂い
ま
む
か
し　

(

野
口　

武
彦)

パ
ン
ツ
理
論

(

チ
ー
ケ
ッ
ト
・

ウ
ノ
ラ)

主
役
は
、

ご
ち
そ
う
お
に
ぎ
り

(T
essh

i

 (@
tm

ytsm
))

令
和
と
万
葉
集　

(

村
田
右
富
美)

こ
こ
ろ
き
ら
き
ら
枕
草
子　

(

木
村　

耕
一)

小
説
と
い
う
毒
を
浴
び
る　

(

桜
庭　

一
樹)

ツ
タ
よ
、
ツ
タ　

(

大
島
真
寿
美)

本
に
ま
つ
わ
る

世
界
の
こ
と
ば

(

温　

又
柔　

他)

火
口
の
ふ
た
り　

(

白
石　

一
文)

ベ
ジ
フ
ル
発
酵
ジ
ュ
ー
ス
と

レ
シ
ピ

(

岩
田
麻
奈
未)

奨
学
金

借
り
る
と
き
返
す
と
き
に
読
む
本

(

埼
玉
奨
学
金
問
題

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

ス
ポ
ー
ツ
で
働
く　

(

谷　

隆
一　

他)

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
イ
ズ

(

マ
イ
ケ
ル
・

ル
イ
ス)

バ
タ
ー
を
使
わ
な
い
コ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、
日
本
茶
の
お
菓
子

(

吉
川　

文
子)

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

15 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

今月の読みきかせ

１月 18 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『Little Red』

( 英語で読みきかせをします )

■『いっぽんみちを

　　　　あるいていたら』

今月の展示

■一般書コーナー

　『バレンタインの本』

■児童書コーナー

　『節分のえほん』

ヒ
キ
ガ
エ
ル
が

い
く

(

パ
ク
・

ジ
ォ
ン
チ
ェ)

あ
み　
　
　

(

中
川　

ひ
ろ
た
か)

つ
き

ち
き
ゅ
う
の
い
ち
ば
ん
の
と
も
だ
ち

(

ス
テ
イ
シ
ー
・

　

マ
カ
ナ
ル
テ
ィ
ー)

た
く
は
い
び
ー
ん　

(

林　
　

木
林)

き
ょ
う
ふ
の
し
り
と
り　

(

武
田　

美
穂)

こ
の
ほ
ん

よ
ん
で
く
れ
！

(

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・

カ
ル
ボ
ネ
リ)

く
ら
べ
て
わ
か
る
！

ほ
ん
と
の
お
お
き
さ
動
物
図
鑑

(

イ
ザ
ベ
ラ
・

ク
ロ
ッ
ト)

き
り
み　
　
　
　

(

長
嶋　

祐
成)

14



12
月
14
日
、
認
定
子
ど
も
園
上
更
別

幼
稚
園
で
、
園
児
と
保
護
者
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
餅
つ
き
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
つ
き
た
て
の
お
餅
に
は
、
き
な
粉
や

み
た
ら
し
味
の
ほ
か
に
、
納
豆
が
和
え

ら
れ
た
も
の
も
登
場
。
子
ど
も
た
ち
に

は
好
評
の
様
子
で
、
続
々
と
お
か
わ
り

を
受
け
取
り
に
来
て
い
ま
し
た
。

総人口

3,163 人
（ー 3 人）

男性

1,557 人
（＋ 1 人）

女性

1,606 人
（ー 4 人）

世帯数

1,329世帯
（ー 2 世帯）

地域安全ニュース

■地域安全運動のお知らせ

冬本番を迎え、十勝管内では圧雪路面により

一時停止場所で止まれず出会い頭に衝突、また

制御不能となり路外に逸脱するなどの事故が多

発します。雪道は大変滑りますので、運転する

際は「スピードダウン」や「十分な車間距離を

とること」を心がけましょう。

お詫びと訂正

　広報さらべつ 12 月号で誤りがありました。訂

正しお詫び申し上げます。

　17 ページ　公共施設などの年末年始業務予定

　【誤】　12 月 30 日 ( 月 )

　　　　 健康増進室・福祉の里温泉　開館

　【正】　12 月 30 日 ( 月 )

　　　　 健康増進室・福祉の里温泉　休み

●問い合せ

　役場保健福祉課福祉係　☎ 53 − 3000
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